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安倍内閣疑惑まみれ(１)西川農水相辞任
暴走政治を続ける安倍政権のもとで、閣僚の「政治とカネ」の問題が相次いでいます。２月２３日の西川農水相辞任に続き、２７日には、望月環境相と上川法相が代表を務める自民党支部が、国の補助金を受けた企業から政治献金を受けていたことが明らかになりました。安倍内閣は、辞任・疑惑閣僚続出の金権腐敗にまみれたボロボロ政権です。

西川氏はすでに献金は返したと主張し、辞任で幕引きをしようとしましたが、政治資金規正法に違反する企業献金を受け取っておいて、返した、辞めたで済む問題ではありません。徹底した真相究明とともに、西川氏を農水相に起用し、かばい続けてきた安倍首相の責任が問われます。

西川氏は辞表を提出した後、記者団に「私がいくら説明しても、分からない人には分からない」と嘯きました。西川氏がまったく反省していないことを示すもので、説明している等というのは全くのウソです。政治資金規正法は国から補助金などを交付される企業が、交付の決定から１年以内に献金することを禁止しています。献金した側も、補助金が交付されていることを知って献金を受け取った側も、罰則があります。西川氏は木材加工会社が補助金を交付されているとは知らなかったと言い張りました。しかし、献金がばれそうになるとひそかに返しています。後ろめたかったのは明らかです。又、精糖業界の関連企業の場合は補助金を交付される業界団体とは別だと言い張りました。しかし、所在地も代表など主な役員も同じでこの言い逃れは通じません。より悪質な規制逃れの疑惑が濃厚です。国内産の砂糖は環太平洋連携協定(ＴＰＰ)で例外を求める農産品の「重要５項目」のひとつで、自民党のＴＰＰ対策委員長や農水相を務めた西川氏への献金は見返り献金の疑いさえあります。献金を返し、辞任しても疑いは消えません。

企業献金は文字通り腐敗政治の温床であり、企業献金に抜本的なメスを入れることがいよいよ不可欠です。
日本共産党は、企業献金と共に「政党助成金」の廃止も求めています。
「ルールある経済社会」と「自主・自立の平和外交」
世界の動きがわかる「しんぶん赤旗」をお読みください

日刊紙　月３４９７円　　日曜版　月８２３円
桑名市議団 星野公平のＨＰは　 http://hoshino.jcpweb.net/　　　　　

ご意見をお寄せください　ＦＡＸは２２－３０２８　（星野宅）　　
３月議会　始まる。
２月２５日　　　市長の所信表明と上程議案・報告の説明

３月　３日より　本会議で代表質疑・議案質疑・一般質問

３月　９日より　常任委員会で議案審議

３月２０日　　　本会議最終日、議案討論・採決

星野公平の代表質疑の要旨（通告より）

１、市長提案説明から（施政方針・市政運営方針及び新年度当初予算等について）
（1） 地方創生について
1 国の「地方への好循環拡大に向けた緊急経済対策」の対応は十分か
2 「今後も地方への多様な支援と切れ目のない施策の展開を行っていただくよう期待を寄せる」の意味は
（2） 公民連携の考え方について
1 基本的な考えは
2 財政面だけが全面に出て市民サービスの低下に繋がらないか（駅西土地区画整理事業、健康増進施設の整備、ゴミ収集業務の全面委託、学校給食民間委託等について具体的に）
（3） 新年度当初予算等編成について
1 「市民の皆様が満足できるまちづくりは、もはや行政の力だけで実現する事は困難となっています」というが、行政のするべきことは何なのか
2 一般会計から特会（国保、介護）への負担について
（4） 社会保障に対する考えについて
① 作成された４つの福祉計画から何をするのか

（5） 市長の教育に対する考えと教育委員会とのかかわりは
1 来年度の施策（小中一貫・豊かな人間）について

2 教育委員の報酬についての考え方は
（６） 都市計画はあるのか

① 立地適正化計画と市が考えるコンパクトシティについて
日本共産党の桑名市における３大要求「国保税の引下げ」、「子どもの医療費の窓口無料化」、「小学校にエアコンの設置」
安倍内閣疑惑まみれ(２)望月環境相・上川法相違法献金
望月環境相、上川法相は２７日の衆院予算委員会で、それぞれが代表を務める自民党の政党支部が、政府の補助金を受けた静岡市の物流企業「鈴与」から献金を受け取っていた問題について追及され、「補助金の交付を受けていたのは知らなかった」ので「適正なものだ」と弁解しました。

望月環境相は補助金交付企業だとは「知らなかった」としたうえで、環境省の補助金について「補助金は一般社団法人が交付決定したもので、政治資金規正法が定める国からの補助金ではなく、適正だと思う」と説明しました。　　　　　　　　　　　　　　
上川法相は、補助金交付について「全く承知していなかった」と答弁し、望月氏は献金を返金しているが上川氏自身の対応は「改めてしっかりと調査して、説明責任を果たしてまいりたい」と述べるだけで、返金していません。

下村文部科学相については、複数の支援組織「博友会」が政治団体の届け出をせず、同会会員が会費として支払ったはずの金を下村氏が代表を務める政党支部に献金していた問題が取り上げられました。

安倍政権下での「政治とカネ」をめぐる問題は２００６年の第１次政権から相次いでいます。２０１４年９月の内閣改造後には、わずか１カ月半で小渕経済産業相、松島法相が辞任。その後江渡防衛相が交代しました。１次、２次、３次で８閣僚も辞任・交代。政治のモラルが完全に麻痺しています。

安倍首相は２７日の衆院予算委員会で、閣僚による「政治とカネ」問題で追及されたのに対し、「何が問題なのか」と開き直りました。
徳宇丸は何処へ行く？（来年度予算等から）
議案第１号　平成２７年度桑名市一般会計予算（総額５０３億円）
特徴は、新総合計画・行革のスタートの年で、新病院建設、土地開発公社の解散、公共施設マネジメント関連に予算が振り分けられています。大きな予算として、建設請負先が決まらない病院整備費７７５百万円（総計で４，８７７百万円）、土地開発公社の解散の為に高価で不要・不急の土地購入２，６２７百万円（堂ヶ峰公園、星見ヶ丘防災拠点施設、運動公園）、なかなか進まず毎年予算を執行できない駅西土地区画整理事業８９４百万円、よく分からない消防救急デジタル無線整備（消防指令センターを四日市に移す）６５９百万円等々を計上。

議案第２号　平成２７年度桑名市国民健康保険事業特別会計予算

ガン検診を無料にするのは良いのですが、すべて特別会計で持つ理由が明確でありません。払えない高い国保税の問題は解決していません。
議案第６号　平成２７年度桑名市介護保険事業特別会計予算

第６期介護計画に基づくものですが、①保険料の値上げと市町村特別給付の新設、②要支援者の介護保険はずしとシルバー人材センター等の活用、③介護保険を卒業させる前に入学させない「地域生活応援会議」など多くの問題を抱えたまま４月からスタートしようとしています。
議案第１３号　桑名市人権センター条例の一部改正について

メディアライヴにある「勤労青少年ホーム」が廃止され、その後に移転します。今まで家賃が６百万円だったものが、１４百万円（ＰＦＩ事業費として）になります。家賃６百万円は要らなくなりますが、高家賃となり矛盾を感じませんか。
議案第１４号　桑名市職員定数条例の一部改正について

消防車両の搭乗率向上による消防力の充実・強化を行うために消防職員を増やす。これは評価すべきです。
議案第１６号　桑名市委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について

教育委員の報酬を月額から日額に変更する内容が含まれています。教育委員の考え方に問題があります。代表質疑で質問します。
議案第２１号　桑名市敬老祝金条例の一部改正について

今年は、８８歳・９９歳の敬老祝金を廃止します。お年寄りを大事にしない自治体に未来はありません。予算は介護関係に回すと言うが、福祉の心のない副市長の下では信じられません。
議案第２６号　桑名市介護保険条例の一部改正について

保険料の値上げと市町村特別給付が新設されます。いずれも問題で、市町村特別給付については関連して代表質疑で質問します。
議案第３６号　桑名市立幼稚園条例の一部改正について

子ども・子育て支援法の施行に伴い、利用者負担額を決めるものです。
議案第３７号　桑名市小学校給食調理業務等委託業者選定委員会条例の制定について

今まで、要綱で行っていたものを条例化します。今年は３校で業務委託されようとしています。代表質疑で質問しますが、今年は注視して行きます。
議案第５４号　平成２６年度桑名市一般会計補正予算（第８号）

国の地方創生（地域住民生活等緊急支援のための交付金）の予算で、総額１９６百万円（国庫補助が１８３百万円）です。内容は、地域消費喚起・生活支援型（プレミアム商品券発行、予算額１２６百万円）と地方創生先行型（予算額７１百万円）の２つです。
星野公平の代表質疑は３日の午後でした。次号で詳細を報告します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日本共産党桑名市議団　星野公平ニュース
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発行　　　　日本共産党桑名市議員団 　☎２４－１３１０


発行場所　桑名市中央町２－３７　桑名市役所議員控室


自宅　　　　桑名市立花町１－１４－７ 　☎２２－２９７５







































































